
取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
一

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
低
気
圧
が
移
動
し
て
き
た
。

　
②
　
原
因
を
つ
き
止
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
③
　
市
営
の
体
育
館
の
場
所
を
移
す
。

　
④
　
こ
の
価
格
で
は
、
利
益
は
望
め
な
い
。

　
⑤
　
易
し
い■

問
題
か
ら
始
め
る
。

　
⑥
　
お
じ
は
貿
易
業
を
営
む
。
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取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
体
そ
う
選
手
が
、
応
え
ん
団
の
声
え
ん
に
見
事 

な
演
技
で
応
え
る
。

　
②
　
故
き
ょ
う
の
桜
を
見
る
の
は
久
し
ぶ
り
だ
。

　
③
　
人
工
衛
星
は
永
久
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
④
　
病
気
の
た
め
に
永
い
ね
む
り
に
つ
い
た
。

　
⑤
　
液
体
が
化
学
反
応
を
起
こ
す
。

　
⑥
　
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
道
を
往
復
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日
　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
上
流
か
ら
河
口
に
向
か
う
。

　
②
　
先
生
に
率
い
ら
れ
て
仮
校
舎
か
ら
新
校
舎
へ
と 

移
る
。

　
③
　
仮
分
数
を
帯
分
数
に
直
し
て
解
答
す
る
。

　
④
　
快
い■

風
が
ふ
く
快
晴
の
日
に
、
河
原
で
過
ご
す
。

　
⑤
　
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

　
⑥
　
確
率
の
問
題
を
解
く
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
四

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読
み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
検
定
の
合
格
証
を
額
に
入
れ
る
。

　
②
　
大
木
の
幹
を
運
び
、
額
に
あ
せ
を
か
く
。

　
③
　
駅
で
買
っ
た
朝
刊
を
新
幹
線
の
車
内
で
読
む
。

　
④
　
新
し
い
ク
ラ
ス
に
慣
れ
る
。

　
⑤
　
眼
科
の
医
師
が
眼
鏡
の
使
用
を
す
す
め
る
。

　
⑥
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
見
直
す
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
五

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
公
園
に
寄
り
道
し
て
逆
上
が
り
の
練
習
を
す
る
。

　
②
　
正
確
な
作
業
に
は
確
か
な
技
術
が
必
要
だ
。

　
③
　
寄
宿
舎
の
規
則
を
守
る
。

　
④
　
東
の
逆
の
方
角
が
西
だ
。

　
⑤
　
流
れ
に
逆
ら
う
よ
う
に
歩
く
。

　
⑥
　
旧
式
の
機
械
を
新
し
く
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
六

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
許
可
の
無
い■
人
の
立
ち■

入
り
は
禁
止
だ
。

　
②
　
無
断
で
境
界
線
を
こ
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
③
　
と
な
り
町
と
の
境
目
に
百
円■
均
一
の
店
が
在
る
。

　
④
　
小
型
船
で
太
平
洋
を
航
海
す
る
。

　
⑤
　
夏
を
テ
ー
マ
に
一
句
よ
む
。

　
⑥
　
大
好
き
な
車
の
も
型
を
買
う
た
め
に
貯
金
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
七

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
良
い■

経
験
が
で
き
た
と
感
謝
す
る
。

　
②
　
父
が
生
命
保
険
に
加
入
す
る
。

　
③
　
部
屋
を
で
き
る
限
り■

清
潔
に
保
つ
。

　
④
　
長
い■

時
間
を
経
て
、
事
件
は
解
決
し
た
。

　
⑤
　
保
護
者■

以
外
の
方
の
学
校
内
へ
の
立
ち■

入
り
を

制
限
し
て
い
る
。

　
⑥
　
世
紀
の
大
発
見
ま
で
は
、険
し
い■

道
の
り
だ
っ
た
。



取
り
組
ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
八

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
友
人
に
個
人
的
な
な
や
み
を
相
談
す
る
。

　
②
　
は
ら
を
減
ら
し
た
熊
が
人
里
に
現
れ
る
。

　
③
　
現
在
の
政
治
の
在
り
方
を
考
え
る
。

　
④
　
減
量
に
取
り■

組
ん
だ
効
果
が
出
る
。

　
⑤
　
薬
が
効
い
て
、
命
が
救
わ
れ
た
。

　
⑥
　
救
急
車
が
家
の
近
所
に
停
車
し
た
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
九

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
く
わ
を
高
く■
構
え
て
畑
を
耕
す
。

　
②
　
青
と
黄
色
の
絵
の
具
を
混
ぜ
る
。

　
③
　
駅
の
構
内
は
観
光
客
で
混
ん
で
い
る
。

　
④
　
大
学
の
講
義
の
内
容
に
興
味
が
あ
る
。

　
⑤
　
混
雑
す
る
道
路
に
案
内
所
を
設
け
る
。

　
⑥
　
広
大
な
耕
作
地
を
見
る
。

　
⑦
　
初
め
て
の
海
水
浴
に
弟
は
前
の
日
か
ら
興
ふ
ん

し
て
い
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢
字
の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
再
来
月
に
再
び■

血
液
を
採
っ
て
検
査
し
ま
す
。

　
②
　
実
際
の
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備
え
る
。

　
③
　
妻
は
旅
行
の
準
備
を
し
て
い
る
。

　
④
　
漢
字
の
再
テ
ス
ト
の
採
点
を
す
る
。

　
⑤
　
先
生
は
愛
妻
家
と
し
て
有
名
だ
。

　
⑥
　
ゆ
う
勝
者
が
賞
品
を
も
ら
っ
て
喜
ぶ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
一

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
湖
の
周
囲
を
散
歩
す
る
。

　
②
　
罪
を
み
と
め
、
謝
罪
す
る
。

　
③
　
雑
木
林
に
囲
ま
れ
た
土
地
に
家
を
建
て
る
。

　
④
　
酸
素
を
発
生
さ
せ
る
実
験
を
す
る
。

　
⑤
　
雑
然
と
し
た
部
屋
を
き
れ
い
に
す
る
。

　
⑥
　
そ
の
提
案
に
賛
成
で
す
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
二

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
枝
を
支
え
る
よ
う
指
示
を
出
す
。

　
②
　
大
阪
府
の
支
社
に
出
張
す
る
。

　
③
　
教
師
へ
の
道
を
志
す
。

　
④
　
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
。

　
⑤
　
必
要
な
資
料
を
示
す
。

　
⑥
　
高
い■

志
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
三

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
意
味
の
似
た
言
葉
が
な
い
か
調
べ
る
。

　
②
　
飼
い
主
が
飼
育
の
た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

　
③
　
兄
は
物
知
り
博
士
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
④
　
新
し
い■

校
舎
で
授
業
を
受
け
る
。

　
⑤
　
武
士
の
生
活
に
つ
い
て
先
生
に
質
問
を
す
る
。

　
⑥
　
財
産
を
相
続
す
る
。



取
り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
四

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
学
業
を
修
め
、
修
り
ょ
う
証
書
を
受
け■

取
る
。

　
②
　
底
冷
え
す
る
の
で
、
厚
手
の
毛
布
を
か
け
る
。

　
③
　
手
術
し
て
く
れ
た
先
生
に
お
礼
を
述
べ
る
。

　
④
　
主
語
と
述
語
に
つ
い
て
勉
強
す
る
。

　
⑤
　
布
製
の
か
ば
ん
を
持
っ
て
通
学
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
五

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
お
祭
り
の
招
待
状
を
作
る
。

　
②
　
作
業
の
順
序
を
守
る
。

　
③
　
十
人■

程
度
の
客
を
家
に
招
く
。

　
④
　
殺
風
景
な
部
屋
に
花
を
か
ざ
る
。

　
⑤
　
息
を
殺
し
て
か
く
れ
る
。

　
⑥
　
参
加
す
る
た
め
の
条
件
を
満
た
す
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
六

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
自
分
の
健
康
状
態
を
常
に
確
か
め
る
。

　
②
　
常
識
外
れ
の
情
け
な
い
行
動
だ
。

　
③
　
組
織
内
で
情
報
を
共
有
す
る
。

　
④
　
外
国
か
ら
鉄
鉱
石
を
輸
入
す
る
。

　
⑤
　
黄き

八は
ち

丈じ
ょ
う

は
八は

ち

丈じ
ょ
う

島じ
ま

に
伝
わ
る■

織
物
だ
。

　
⑥
　
職
人
が
手
ぎ
わ
よ
く
布
を
織
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
七

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
政
治
の
制
度
を
改
め
る
。

　
②
　
台
風
の
勢
い
が
増
し
て
い
る
。

　
③
　
先
生
は
情
に
厚
い■

人
だ
。

　
④
　
武
士
の
勢
力
が
強
ま
り
、
や
が
て
全
国
を
統
一

し
た
。

　
⑤
　
試
合
で
は
精
神
力
の
強
さ
が
も
の
を
言
う
。

　
⑥
　
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
八

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書
き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
消
費
税
は
、
導
入■

当
初■

三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

　
②
　
責
任
感
の
あ
る
人
に
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
せ
よ
う
。

　
③
　
大
会
で
す
ぐ
れ
た
成
績
を
お
さ
め
る
。

　
④
　
接
続
語
に
気
を
つ
け
て
文
章
を
書
く
。
　

　
⑤
　
祖
母
に
手
紙
を
書
く
。

　
⑥
　
仲
間
の
失
敗
を
責
め
な
い
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
十
九

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
物
語
の
設
定
を
と
ら
え
る
。

　
②
　
つ
い
独
り
言
を
言
っ
て
し
ま
う
。

　
③
　
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
だ
。

　
④
　
消
息
を
絶
っ
て
い
た
船
が
無
事
に
発
見
さ
れ
た
。

　
⑤
　
兄
は
大
学
を
卒
業
し
て
家
か
ら
独
立
し
た
。

　
⑥
　
話
し■

合
い
の
場
を
設
け
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
遠
足
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　
②
　
世
の
中
の
問
題
を
総
合
的
に
考
え
る
。

　
③
　
町
工
場
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
を
製
造
し
て
い
る
。

　
④
　
酒
は
米
か
ら
造
ら
れ
て
い
る
。

　
⑤
　
イ
ン
ド
象
を
保
護
す
る
。

　
⑥
　
寺
の
本
堂
に
仏
像
を
置
く
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
一

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
水
か
さ
が
増
し
た
場
合
に
備
え
て
土
手
を
築
く
。

　
②
　
規
則
を
増
や
す
。

　
③
　
母
が
家
の
増
築
を
父
に
提
案
す
る
。

　
④
　
銅
メ
ダ
ル
を
か
く
得
で
き
て
夢
の
よ
う
だ
。

　
⑤
　
答
え
を
導
き■

出
す
。

　
⑥
　
先
生
の
指
導
で
野
球
に
夢
中
に
な
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
二

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
水
害
を
防
ぐ
。

　
②
　
角
度
を
測
る
。

　
③
　
不
測
の
事
態
に
備
え
る
。

　
④
　
地
い
き
の
道
路
を
整
備
す
る
。

　
⑤
　
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
三

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
正
し
い■

判
断
を
下
す
。

　
②
　
心
が
豊
か
に
な
る
。

　
③
　
水
が
豊
富
な
土
地
で
農
業
を
営
む
。

　
④
　
評
判
の
良
い■

弁
護
士
を
や
と
う
。

　
⑤
　
さ
が
し
て
い
た
人
の
居
場
所
が
分
か
る
。

　
⑥
　
昔
の
住
居
に
つ
い
て
調
べ
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
四

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
損
を
し
な
い
よ
う
に
買
い
物
を
す
る
。

　
②
　
苦
手
な
学
習■

内
容
を
復
習
す
る
。

　
③
　
母
は
地
い
き
の
婦
人
会
に
属
し
て
い
る
。

　
④
　
利
益
を
上
げ
る
た
め
の
努
力
を
続
け
る
。

　
⑤
　
能
率
的
に
仕
事
を
す
る
。

　
⑥
　
適
切
な
言
葉
を
選
ん
で
話
す
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
五

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
友
達
に
本
を
貸
す
。

　
②
　
罪
を
に
く
ん
で
人
を
に
く
ま
ず
。

　
③
　
防
犯
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
報
告
す
る
。

　
④
　
青
銅
器
の
複
製
品
を
出
品
す
る
。

　
⑤
　
態
度
を
保
留
す
る
。

　
⑥
　
春
の
お
と
ず
れ
を
告
げ
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
六

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
健
康
を
保
つ
た
め
に
暴
飲
暴
食
は
し
な
い
。

　
②
　
馬
が
暴
れ
る
。

　
③
　
義
理
人
情
を
大
切
に
す
る
。

　
④
　
く
わ
し
い
説
明
は
省
略
し
ま
す
。

　
⑤
　
会
議
を
非
公
開
で
行
う
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
七

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
チ
ー
ム
の
指
導
を
任
す
。

　
②
　
横
断
歩
道
を
わ
た
る
。

　
③
　
い
く
つ
か
の
会
社
を
統
合
す
る
。

　
④
　
相
手
の
申
し
出
を
断
る
。

　
⑤
　
会
長
の
職
に
つ
く
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
八

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
き
ん
労
は
国
民
の
義
務
だ
。

　
②
　
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
が
飛
ぶ
。

　
③
　
主
役
を
務
め
る
。

　
④
　
図
工
で
版
画
の
作
品
を
作
る
。

　
⑤
　
海
外
か
ら
綿
花
を
輸
入
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
二
十
九

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
目
が
肥
え
る
。

　
②
　
両
親
の
外
出
中
は
、
弟
と
留
守
番
を
す
る
。

　
③
　
美
し
い■

小
鳥
が
目
に
留
ま
る
。

　
④
　
姉
は
海
外
へ
の
留
学
を
希
望
し
て
い
る
。

　
⑤
　
衣
服
を
清
潔
に
保
つ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三
十

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
勇
ま
し
い■

武
者
人
形
を
か
ざ
る
。

　
②
　
武
士
道
の
精
神
を
学
ぶ
。

　
③
　
貧
ぼ
う
く
じ
は
引
き
た
く
な
い
。

　
④
　
貧
し
い■

家
に
生
ま
れ
た
も
の
の
、
努
力
し
て
成 

功
し
た
。

　
⑤
　
自
国
の
領
土
を
守
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三
十
一

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
水
田
に
肥
料
を
ま
く
。

　
②
　
ほ
し
か
っ
た
物
が
破
格
の
ね
だ
ん
で
手
に
入
る
。

　
③
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
を
破
る
。

　
④
　
肥
え
た
土
地
に
野
菜
を
植
え
る
。

　
⑤
　
畑
に
肥
を
や
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三
十
二

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
湖
面
に
氷
が
張
る
。

　
②
　
地
方
の
支
店
に
出
張
す
る
。

　
③
　
試
合
を
中
断
す
る
。

　
④
　「
仏
の
顔
も
三
度
」
と
教
え
ら
れ
る
。

　
⑤
　
こ
の
寺
に
は
古
い■

仏
像
が
あ
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三
十
三

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
家
族
で
墓
参
り
に
行
く
。

　
②
　
色
の
対
比
が
美
し
い■
絵
画
。

　
③
　
兄
と
せ
い
比
べ
を
す
る
。

　
④
　
成
功
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
⑤
　
独
り
言
を
つ
ぶ
や
く
。

　
⑥
　
墓
前
に
花
を
そ
な
え
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三
十
四

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読
み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
む
ず
か
し
い
問
題
を
余
ゆ
う
を
も
っ
て
解
く
。

　
②
　
天
然
ガ
ス
を
ほ
り
当
て
、
き
ょ
万
の
富
を
得
る
。

　
③
　
余
り
の
毛
糸
で
マ
フ
ラ
ー
を
編
む
。

　
④
　
短
編
小
説
を
読
む
。

　
⑤
　
得
意
な
教
科
は
国
語
だ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三
十
五

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書
き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
飛
行
機
の
燃
料
が
不
足
す
る
。

　
②
　
弟
が
百
貨
店
で
迷
子
に
な
っ
た
。

　
③
　
食
堂
で
何
を
食
べ
る
か
迷
う
。

　
④
　
庭
で
落
ち
葉
を
燃
や
し
、
い
も
を
焼
く
。

　
⑤
　
正
確
に
解
答
を
書
き
こ
む
。

　
⑥
　
キ
ャ
ン
プ
場
で
ま
き
を
燃
す
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

五
─
三
十
六

（
読
み
）

第
五
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
粉
末
の
薬
を
服
用
す
る
。

　
②
　
毒
を
持
つ
き
の
こ
を
採
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
。

　
③
　
粉
雪
の
ま
う
季
節
と
な
っ
た
。

　
④
　
遠
く
に
ア
ル
プ
ス
山
脈
が
見
え
る
。

　
⑤
　
小
麦
粉
を
使
っ
た
料
理
を
作
る
。




